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国語 【内容】

言葉の
働き

社会生活に係る人とのやり取りを通して、言
葉には、考えたことや思ったことを表す働き
があることに気付くこと。

社会生活に係る人とのやり取りを通して、言
葉には、相手とのつながりをつくる働きがあ
ることに気付くこと。

相手を見て話したり聞いたりするとともに、
間の取り方などに注意して話すこと。

話し言葉と書き言葉に違いがあることに気付
くこと。

漢字と仮名を用いた表記や送り仮名の付け方
を理解して文や文章の中で使うとともに、句
読点の使い方を意識して打つこと。

文や文章の中で漢字と仮名を使い分けて書く
こと。

語彙

表現したり理解したりするために必要な語句
の量を増やし、話や文章の中で使うととも
に、言葉には、性質や役割による語句のまと
まりがあることを理解すること。

表現したり理解したりするために必要な語句
の量を増やし、話や文章の中で使うととも
に、語彙を豊かにすること。

文
・

文章

接続する語句の役割、段落の役割について理
解すること。

文と文との接続の関係、話や文章の構成や種
類について理解すること。

言葉遣い

日常よく使われる敬語を理解し使うこと。 日常よく使われる敬語を理解し使い慣れるこ
と。

音読

文章の構成や内容の大体を意識しながら音読
すること。

文章を音読したり、朗読したりすること。

情報と情報
との関係

考えとそれを支える理由や事例、全体と中心
など、情報と情報との関係について理解する
こと。

原因と結果など、情報と情報との関係につい
て理解すること。

情報の
整理

比較や分類の仕方、辞書や事典の使い方など
を理解し使うこと。

情報と情報との関係付けの仕方を理解し使う
こと。

―

親しみやすい古文などの文章を音読するなど
して、言葉の響きやリズムに親しむこと。

生活に身近なことわざや慣用句などを知り、
使うこと。

生活の中で使われる慣用句、故事成語などの
意味を知り、使うこと。

書写

文字の組み立て方を理解し、形を整えて書く
こと。

・用紙全体との関係に注意して、文字の大き
さや配列などを決めて書くこと。
・目的に応じて使用する筆記具を選び、その
特徴を生かして書くこと。

読書

幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知識や
情報を得ることに役立つことに気付くこと。

日常的に読書に親しみ、読書が、自分の考え
を広げることに役立つことに気付くこと。

１段階 ２段階

　　　　　　        段階
　
　内　容

知識
・

技能

言
葉
の
特
徴
や
使
い
方

話し言葉と
書き言葉

情
報
の
扱
い
方

我
が
国
の
言
語
文
化

伝統的な言
語文化
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国語【内容】

内容の把握

社会の中で関わる人の話などを、話し手が伝
えたいことの中心に注意して聞き、話の内容
を捉えること。

社会の中で関わる人の話などについて、話し
手の目的や自分が聞きたいことの中心を捉
え、その内容を捉えること。

話題の設定
と内容の検

討

目的に応じて、話題を決め、集めた材料を比
較するなど伝え合うために必要な事柄を選ぶ
こと。

目的や意図に応じて、話題を決め、集めた材
料を比較したり分類したりして、伝え合う内
容を検討すること。

構成の
検討

話の中心が明確になるよう話の構成を考える
こと。

話の内容が明確になるように、話の構成を考
えること。

表現
相手に伝わるように、言葉の抑揚や強弱、間
の取り方などを工夫すること。

資料を活用するなどして、自分の考えが伝わ
るように表現を工夫すること。

話合い

目的や進め方を確認し、司会などの役割を果
たしながら話し合い、互いの意見の共通点や
相違点に着目して、考えをまとめること。

互いの立場や意図を明確にしながら、計画的
に話し合い、考えを広げたりまとめたりする
こと。

題材の設
定・情報の
収集・内容

の検討

相手や目的を意識して、書くことを決め、集
めた材料を比較するなど、伝えたいことを明
確にすること。

目的や意図に応じて、書くことを決め、集め
た材料を比較したり分類したりして、伝えた
いことを明確にすること。

構成の
検討

書く内容の中心を決め、内容のまとまりで段
落をつくったり、段落相互の関係に注意した
りして、文章の構成を考えること。

筋道の通った文章となるように、文章全体の
構成を考えること。

自分の考えとそれを支える理由や事例との関
係を明確にして、書き表し方を工夫するこ
と。

目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書
いたりするとともに、事実と感想、意見とを
区別して書いたりするなど、自分の考えが伝
わるように書き表し方を工夫すること。

―

引用したり、図表やグラフなどを用いたりし
て、自分の考えが伝わるように書き表し方を
工夫すること。

推敲

間違いを正したり、相手や目的を意識した表
現になっているかを確かめたりして、文や文
章を整えること。

文章全体の構成や書き表し方などに着目し
て、文や文章を整えること。

共有

書こうとしたことが明確になっているかな
ど、文章に対する感想や意見を伝え合い、自
分の文章のよいところを見付けること。

文章全体の構成が明確になっているかなど、
文章に対する感想や意見を伝え合い、自分の
文章のよいところを見付けること。

内容の
把握

登場人物の行動や心情などについて、叙述を
基に捉えること。

登場人物の相互関係や心情などについて、描
写を基に捉えること。

構造の
把握

段落相互の関係に着目しながら、考えとそれ
を支える理由や事例との関係などについて、
叙述を基に捉えること。

事実と感想、意見などとの関係を叙述を基に
押さえ、文章全体の構成を捉えて要旨を把握
すること。

登場人物の心情や情景について、場面と結び
付けて具体的に想像すること。

人物像を具体的に想像したり、表現の効果を
考えたりすること。

目的を意識して、中心となる語や文を見付け
て要約すること。

目的を意識して、文章と図表などを結び付け
るなどして、必要な情報を見付けること。

考えの
形成

文章を読んで理解したことに基づいて、感想
や考えをもつこと。

文章を読んで理解したことに基づいて、自分
の考えをまとめること。

１段階 ２段階

　　　　　　         段階
　
　内　容

思考
・

判断
・

表現

聞
く
こ
と
・
話
す
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

記述

精査
・

解釈
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- 77 -

１

階
段

〈数と計算〉 

○職業科や家庭科との関連を図りながら、金銭の価値や処理に親しむことを取り扱う。

・金種を用いる。

・様々な種類の貨幣や紙幣のもつ価値を理解する。

・おつりを扱う。

○大きな数を表す際に、３桁ごとに区切りを用いる場合があることにも触れる。

○簡単な計算は暗算でできるよう配慮する。また、暗算を筆算や見積もりに生かすよう配慮する。

○乗数又は被乗数が０の場合の計算についても取り扱う。

○交換法則、結合法則、分配法則を扱う。

○除法に関して成り立つ性質については、除数及び被除数に同じ数をかけても、同じ数で割っても商

は変わらないという性質などを扱う。

○小数の0.1、0.01と分数の1/10、1/100を数直線を用いて関連付けて取り扱う。

○除数が整数である場合の小数の除法については、整数を整数で割って商が小数になる場合も含める。

〈図形〉 

○平行四辺形、ひし形、台形などの合同な図形で平面を敷き詰めるなどの操作的な活動を重視するよ

う配慮する。

○円周率は3.14を用いる。

〈変化と関係〉 

○歩合の表し方についても触れる。

〈データの活用〉 

○複数の帯グラフを比べることにも触れる。

階
段
２

〈数と計算〉 

○約数及び倍数については、最大公約数や最小公倍数を形式的に求めることに偏ることなく、具体的

な場面に即して取り扱う。

○分数の乗法及び除法については、逆数を用いて除数を乗法の計算としてみることや、整数や小数の

乗法や除法を分数の場合の計算にまとめることも取り扱う。

〈図形〉 

○身の回りにある形の概形やおよその面積については、およその大きさや形を捉え、それらに基づい

て適切に判断したり、能率的な処理の仕方を考え出したりすることができるように、日常生活に関

連させて取り扱う。

○円周率は 3.14 を用いるものとする。

〈データの活用〉 

○代表値の意味や求め方については、データ全体を扱う指標として平均値、中央値、最頻値などを取

り扱う。
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